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はじめに 

ご入学、おめでとうございます。そして数ある大学の中から本学をお選びく

ださり、誠にありがとうございます。本講座では入学前の時間を有効に活用い

ただくため、大学生活への準備として基礎的な学習を題材に、実際に大学の授

業を体験していただくことが目的です。長い授業時間や授業の進度などを体感

していただければ幸いです。講義後の演習も用意いたしましたので、これから

の大学生活にお役立てください。 

講師：共通教育センター・准教授 木村 良一 

場所：山陽小野田市立山口東京理科大学 714 教室 

日時：2026 年 1 月 24 日（土） 

 

 

 

対面講義参加者は、筆記用具（赤ペン含）持参 
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講義予定 

午前の講義 ＜11：15～12：30＞ 

1. 本講義の目的 

2. 大学教養教育としての数学  

3. 午前のアイスブレイク 

4. 対面講義受講者・午前の出欠 

午後の講義 ＜14：00～16：00＞ 

1. 本学の数学教育 

2. 午後のアイスブレイク 

3. 対面講義受講者・午後の出欠  

4. 研究とは？ 

5. 研究における「数学」 

後日：講習終了後課題の提出 

GoogleForm を利用 

講習終了後、以下のサイトにアップします。 

https://www.socu.ac.jp/startup.html 

〆切：1 月 31 日（土）23：59 まで 

 

 

  

https://www.socu.ac.jp/startup.html
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午前の講義 ＜11：15～12：30＞ 

1. 本講義の目的 

a. スクーリング 

「大学における、大学教員による、 

   大学の時間割での授業体験」 

b. 大学での学びについて 

 大学で集う意義、とは？ 

c. “研究”とは 

 ヒトはなぜ、探求するのか 

2. 大学教養教育としての数学  

シラバス 線形代数１ 
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a. 大学の教養数学  

• 教養数学 微積分学・線形代数・（統計学） 

• 各論  幾何学・代数学・解析学 

• 幾何学：微分幾何学～多様体論～ 

 ↕ 位相幾何学・代数多様論 

• 代数学：群論・環論～ 

 ↕ 関数解析学・スペクトル論  

• 統計学：ベクトル解析～フーリエ解析～ 

b. 変わる高校の指導要領 

• 学習指導要領：約１０年間隔 

昭和の３改訂（S35、S45、S53） 

平成の４改訂（H01、H11 、H21 、H30） 

令和（R14に予定 行列の復活？AI？） 

• H30の改訂（昨年の入試から） 

数学Ⅰ：数と式、 図形と計量、 2次関数、 データの分析（新設） 

数学 A：図形の性質、場合の数と確率、数学と人間の活動 

数学Ⅱ：いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数、 

 微分・積分の考え 

数学 B：数列、統計的な推測、数学と社会生活 

数学Ⅲ：極限、微分法、積分法 

数学 C（復活）：ベクトル、平面上の曲線と複素数平面、学的な表現の工夫 

c.  教養数学はなぜ変わらないのか 

• 数学の本質は変わらない 

• 教養数学は専門教育への共通基礎学力を備えるため 

• 大学は実学ばかりではない（工学部は実学だけど、、） 

  実学：社会生活に実際に役立つ学問 

• 高校が変えすぎ、迷走、、、 

3. 午前のアイスブレイク ＜事前資料無し＞ 

4. 対面講義受講者・午前の出欠 ＜事前資料無し＞ 
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午後の講義 ＜14：00～16：00＞ 

1. 本学の数学教育 

a. 数理・データサイエンス・AI教育プログラム 

 

文部科学省 HPより改 

統計エキスパート人材育成コンソーシアム HP より改 
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b. MATLAB、Mathmatica 

 

c. ICT教育：同時双方向型遠隔授業＜事前資料無し＞ 

2. 午後のアイスブレイク＜事前資料無し＞ 

3. 対面講義受講者・午後の出欠 ＜事前資料無し＞ 

4. 研究とは？＜事前資料無し＞ 

5. 研究における「数学」＜事前資料無し＞ 


